
寄
居
で
見
つ
け
る

　
　
　
季
節
の
入
口

YORII TOWN FREE PAPER

TAKE FREE Spring/Summer,2024

寄居を見て、歩く まちなか情報紙
あっLOOKは寄居町が発行するまちなか情報紙です。寄居町は
埼玉県北部に位置する、歴史と名水のまち。表情豊かな自然の
中に、古いものと新しいものが混在しています。そんな寄居町
のさまざまな情報を皆さんにお届けします。寄居を歩き、町を
見て、皆さんのお気に入りを見つけてください。

P2　　　桜めぐりをしよう　　 P6　川で遊ぼう！

P3　　　春から初夏の花暦　　 P7　心が弾む甘味

P4・P5　知りたい！鉢形城　　 P8　七福神めぐりをしてみよう
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撞
堂
山
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男
衾
自
然
公
園
は
、
地
域
の
方
が
整
備

し
て
い
る
自
然
を
生
か
し
た
里
山
公
園

で
、
17
種
類
、
１
０
０
０
本
以
上
の
桜
が

植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
「
男
衾

桜
」
と
名
付
け
ら
れ
た
桜
が
園
内
を
優
し

く
彩
り
ま
す
。
標
高
１
７
１
ｍ
の
山
頂
か

ら
の
眺
望
は
素
晴
ら
し
く
、
北
関
東
に
あ

る
日
本
百
名
山
の
山
々
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
園
内
で
は
カ
タ
ク
リ
や
萩
、

紅
葉
や
冬
桜
な
ど
、
四
季
を
通
じ
て
、
花

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

埼
玉
県
環
境
整
備
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
内

に
あ
る
三
ケ
山
緑
地
公
園
に
は
防
災
調
整

池
を
囲
む
よ
う
に
桜
が
植
え
ら
れ
、
桜
並

木
と
な
っ
て
い
ま
す
。
道
路
を
覆
う
よ
う

に
枝
を
伸
ば
し
た
様
子
は
さ
な
が
ら
桜
の

ト
ン
ネ
ル
で
、
や
わ
ら
か
な
光
の
中
を
歩

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
池
の
周
辺

に
設
置
さ
れ
て
い
る
水
辺
テ
ラ
ス
に
は
ベ

ン
チ
が
あ
り
、
き
れ
い
に
並
ん
だ
桜
と
空

を
映
す
青
い
池
、
泳
ぐ
カ
モ
を
の
ん
び
り

眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

寺
山
さ
く
ら
農
園
は
「
一
年
中
さ
く
ら

に
出
会
え
る
町
よ
り
い
実
行
委
員
会
」
や

地
域
の
方
が
整
備
し
て
い
る
農
園
で
、
広

大
な
敷
地
に
陽
光
桜
な
ど
４
０
０
本
以
上

の
桜
が
一
面
に
広
が
り
ま
す
。
鮮
や
か
な

色
を
し
た
桜
と
淡
い
色
の
桜
が
織
り
な
す

景
色
は
ま
る
で
桃
源
郷
。
園
内
を
歩
く

と
、
目
に
映
る
の
は
青
空
と
桜
だ
け
で
、

別
世
界
に
踏
み
込
ん
だ
よ
う
な
気
分
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場所：鉢形2496-2

電話：048-586-0315（鉢形城歴史館）

場所：折原（逍遥の郷となり）

電話：090-6106-2849（一年中さくらに出会える町よりい実行委員会  会長  大久保）

　

町
を
代
表
す
る
桜
で
あ
る
『
氏
邦
桜
』
は
、
町
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
樹
齢
１
５
０
年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
る
桜
の
樹
高
は
18
ｍ
、
枝
張
り
は
東
西
23
・
５

ｍ
、
南
北
21
・
８
ｍ
と
い
う
圧
巻
の
姿
を
見
せ
な
が
ら
も
、
や
さ
し
く
色
づ
き
、
町
に

春
の
訪
れ
を
告
げ
ま
す
。
愛
称
の
「
氏
邦
桜
」
は
、
鉢
形
城
主
・
北
条
氏
邦
に
ち
な
ん
で

名
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
近
く
に
は
町
の
花
で
あ
る
カ
タ
ク
リ
が
咲
き
、
春
風
に
揺
れ
、
妖

精
の
よ
う
で
す
。

　

鐘
撞
堂
山
の
名
称
は
鉢
形
城
の
見
張
り

山
と
し
て
、
異
変
が
生
じ
る
と
鐘
を
撞
い

て
知
ら
せ
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
帰
り
で
ハ
イ
キ
ン

グ
で
き
る
標
高
約
３
３
０
ｍ
の
低
山
に
は

４
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
山
頂
か
ら
は
関

東
平
野
を
一
望
で
き
て
人
気
が
あ
り
ま

す
。
春
に
な
る
と
、
登
山
道
沿
い
と
展
望

台
や
東
屋
が
あ
る
山
頂
に
桜
が
咲
き
、
美

し
い
眺
望
と
の
組
み
合
わ
せ
が
楽
し
め
ま

す
。

　

長
か
っ
た
冬
が
終
わ
り
、
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
桜
が
咲
き
、
町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら

が
ピ
ン
ク
色
に
染
ま
り
ま
す
。
寄
居
町
は
“
一
年
中
さ
く
ら
に
出
会
え
る
町
”
。
特

に
春
は
様
々
な
品
種
の
桜
が
花
を
つ
け
、
見
る
人
を
楽
し
ま
せ
ま
す
。
ど
ん
な
桜
に

出
会
え
る
の
か
期
待
し
な
が
ら
、
少
し
町
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

場所：富田
電話：090-3903-2022（男衾自然公園管理組合 代表 福島）

三
ケ
山
緑
地
公
園

場所：三ケ山368

 

寺
山
さ
く
ら
農
園

氏
邦
桜
（
鉢
形
城
の
桜
・
エ
ド
ヒ
ガ
ン
）
～
町
に
春
を
告
げ
る
桜
～



寄居スマートI.C

東武東上線

花園I.C波
久
礼
駅

皆野寄居有料道路

関越自動車道

蓮光寺
Ｊ
Ｒ
八
高
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秩父鉄道

寄居
駅

男
衾
駅

折
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鉢形駅

桜沢駅

玉淀駅

金尾山
つつじ
公園 少林寺

常楽寺

長昌寺
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常楽寺
場所：赤浜860
電話：048-582-0303

長昌寺
場所：牟礼401-1
電話：048-582-0711

蓮光寺
場所：用土798-1　電話：048-584-2676 　

常
楽
寺
の
開
山
は
鎌
倉
時
代

末
期
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
本

尊
は
行
基
作
の
大だ

い
に
ち
に
ょ
ら
い

日
如
来
で
、

薬や
く
し
に
ょ
ら
い

師
如
来
や
閻
魔
王
、
馬
頭
観

音
、
武
州
寄
居
七
福
神
の
ひ
と
つ

で
あ
る
恵
比
寿
神
が
ま
つ
ら
れ
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
寄
居
町
の

名
木
に
も
選
ば
れ
て
い
る
ハ
ク
モ

ク
レ
ン
の
大
木
が
あ
り
、
可
憐
に

花
を
つ
け
ま
す
。
樹
齢
は
１
５
０

年
を
超
え
る
と
い
わ
れ
て
い
て
、

樹
高
は
20
ｍ
、
幹
の
太
さ
は
２
ｍ

以
上
の
大
迫
力
で
す
。

　

長
昌
寺
に
は
、
武
州
寄
居
七

福
神
の
ひ
と
つ
で
あ
る
寿
老
尊

が
ま
つ
ら
れ
て
お
り
、
本
堂
に

は
、
町
の
指
定
文
化
財
に
な
っ

て
い
る
円
空
作
、
約
60
ｃ
ｍ
の

木も
く
ぞ
う
え
ん
の
ぎ
ょ
う
じ
ゃ
ぞ
う

造
役
行
者
像
が
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
広
い
境
内
に
は
、
藤
棚
が

張
り
巡
ら
さ
れ
、
長
寿
や
子
孫
繁

栄
の
象
徴
で
あ
り
、
縁
起
の
良
い

花
と
さ
れ
て
い
る
藤
が
降
り
注
ぐ

よ
う
に
咲
き
ま
す
。
古
く
か
ら
高

貴
な
色
と
し
て
用
い
ら
れ
た
藤
の

色
が
、
風
に
優
し
く
揺
れ
る
姿
に

目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　

蓮
光
寺
の
開
山
は
鎌
倉
時

代
末
期
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
尊
は
阿あ

み

だ

に

ょ

ら

い

弥
陀
如
来

で
、
観
音
菩
薩
、
勢
至
菩

薩
、
武
州
寄
居
七
福
神
の
ひ

と
つ
で
あ
る
福
禄
寿
様
と
布

袋
尊
様
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま

す
。
境
内
に
は
、
色
鮮
や
か

な
牡
丹
が
咲
き
乱
れ
ま
す
。

特
に
八
重
の
花
び
ら
を
つ
け

た
牡
丹
は
、
存
在
感
が
あ

り
、
美
し
い
佇
ま
い
か
ら

「
百
花
の
王
」
と
い
わ
れ
る

所
以
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

金
尾
山
つ
つ
じ
公
園
は
昭
和
34
年

４
月
に
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
を
迎
え

て
植
樹
祭
が
行
わ
れ
た
公
園
で
す
。

公
園
の
あ
る
金
尾
山
は
、
戦
国
時
代

に
は
、
鉢
形
城
の
支
城
・
要
害
山
城

が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、

公
園
に
は
約
５
０
０
０
株
の
ツ
ツ

ジ
が
自
生
し
て
い
て
、
中
に
は
樹
齢

２
０
０
年
を
超
え
る
も
の
も
あ
り
ま

す
。
例
年
４
月
中
旬
か
ら
５
月
上
旬

に
か
け
て
、
満
開
に
な
っ
た
ツ
ツ
ジ

が
山
肌
を
覆
い
、
遠
く
か
ら
も
咲
い

て
い
る
様
子
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
山
頂
ま
で
は
ツ
ツ
ジ
の
ト
ン
ネ

ル
を
く
ぐ
り
な
が
ら
の
ハ
イ
キ
ン
グ

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
展
望
台
か

ら
は
、
秩
父
連
山
や
関
東
平
野
を
一

望
す
る
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が
り
、
眼
下

に
は
荒
川
が
流
れ
ま
す
。

　

少
林
寺
は
、
本
尊
は
釈し

ゃ

か

む

に

迦
牟
尼

仏ぶ
つ

で
、
十
二
支
の
守
り
本
尊
と
し

て
は
文
殊
菩
薩
が
ま
つ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
本
堂
の
裏
手
に

は
、
山
道
に
沿
っ
て
、
１
８
３
２

年
に
安
置
さ
れ
た
五ご

ひ
ゃ
く
ら
か
ん

百
羅
漢
の
石

像
と
千せ

ん
た
い
こ
う
じ
ん

体
荒
神
石
碑
が
並
ん
で
い

ま
す
。
境
内
に
は
、
２
０
０
０
株

以
上
の
紫
陽
花
が
美
し
く
咲
き
、

移
ろ
い
ゆ
く
色
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
足
を
運
ぶ
た
び
に

違
っ
た
姿
を
見
せ
る
紫
陽
花
は
魅

力
的
で
す
。

春
か
ら
初
夏
の
花
暦

少林寺
場所：末野2072-1
電話：048-581-3141

金尾山つつじ公園

寄居町花マップ

開
花
時
期
：
３
～
４
月

花
こ
と
ば
：
崇
高
、
高
潔
な
心

ス
ポ
ッ
ト
：
常
楽
寺

ハ
ク
モ
ク
レ
ン

開
花
時
期
：
４
月
下
旬
～
５
月
上
旬

花
こ
と
ば
：
歓
迎
、
忠
実
な

ス
ポ
ッ
ト
：
長
昌
寺

藤
の
花

開
花
時
期
：
４
月
中
旬
～
５
月
上
旬

花
こ
と
ば
：
節
度
、
慎
み

ス
ポ
ッ
ト
：
金
尾
山
つ
つ
じ
公
園

ツ
ツ
ジ

開
花
時
期
：
５
月
下
旬
～
７
月
上
旬

花
こ
と
ば
：
辛
抱
強
さ
、
無
常

ス
ポ
ッ
ト
：
少
林
寺

紫
陽
花
（
あ
じ
さ
い
）

開
花
時
期
：
４
～
５
月

花
こ
と
ば
：
富
貴
、
壮
麗

ス
ポ
ッ
ト
：
蓮
光
寺

牡
丹
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歴
史

　

鉢
形
城
は
、文
明
８
年
（
１
４
７
６
）
に

関か
ん
と
う
か
ん
れ
い

東
管
領
で
あ
っ
た
山
や
ま
の
う
ち内

上
杉
氏
の
家

臣
長な

が
お
か
げ
は
る

尾
景
春
が
築
城
し
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
後
に
、
こ
の
地
域
の
豪
族

藤ふ
じ
た
や
す
く
に

田
泰
邦
の
養
子
と
な
っ
た
、
小
田
原
の

北ほ
う
じ
ょ
う
う
じ
や
す

条
氏
康
の
五
男
氏う
じ
く
に邦

が
整
備
拡
充
し
、

現
在
の
大
き
さ
と
な
り
ま
し
た
。
関
東
地

方
に
お
い
て
有
数
の
規
模
を
誇
る
こ
と
か

ら
、
北
条
氏
の
北
関
東
支
配
の
拠
点
と
し

て
、
さ
ら
に
は
甲か

い斐
・
信し
な
の濃
か
ら
の
侵
攻

へ
の
備
え
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
い
ま

し
た
。

　

天
正
18
年
（
１
５
９
０
）
の
豊
臣
秀
吉

に
よ
る
小
田
原
攻
め
の
際
、
前
田
利
家
・

上
杉
景
勝
ら
の
率
い
る
５
万
人
の
軍
に
包

囲
さ
れ
、
攻
防
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。
北

条
軍
は
わ
ず
か
３
５
０
０
人
の
兵
力
で
、

一
カ
月
余
り
に
お
よ
ぶ
籠

ろ
う
じ
ょ
う
城
を
続
け
ま
し

た
が
、
最
後
は
城
兵
の
助
命
を
条
件
に
開

城
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
廃
城
と
な
っ
た

と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

国
の
史
跡
指
定

　

江
戸
時
代
以
後
の
造
成
等
に
よ
る
破
壊

か
ら
免
れ
、
土
塁
や
堀
、
曲
輪
等
が
形
状

を
よ
く
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
戦
国

時
代
の
代
表
的
な
城
郭
跡
と
し
て
、
昭
和

７
年
に
国
指
定
史
跡
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
鉢
形
城
跡
は
「
日
本
１
０
０
名

城
」
（
平
成
18
年
、
日
本
城
郭
協
会
認

定
）
な
ど
に
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

鉢形城歴史館
　鉢形城歴史館は鉢形城の外曲輪の一角にあり、

鉢形城の歴史を中心に、地域の文化・歴史を学ぶ

ことができる施設です。常設展では年表や、映

像、２５０分の１スケールの復元模型などで歴史

を知ることができます。また、ここでしか手に

入らない御城印は３００円で販売されており、

１００名城スタンプも設置されています。

知
り
た
い
！ 　

鉢
形
城

鉢
形
城
は
、
戦
国
時
代
の
代
表
的
な
平
山
城
で
、
荒
川
と
深
沢
川
に
挟
ま
れ
た
断
崖
絶
壁
の
上
に
築
か
れ

た
、
天
然
の
要
害
で
し
た
。
そ
の
様
子
は
戦
国
時
代
の
連れ

ん
が
し

歌
師 

万ば
ん
り
し
ゅ
う
く

里
集
九
に
「
鉢
形
城
壁
は
鳥
も
窺う

か
が

い
難が

た

し
」
と
謳
わ
れ
る
ほ
ど
で
、
現
在
も
玉
淀
河
原
に
は
当
時
を
感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
情
景
が
広
が
り
ま
す
。

JR 八高線

笹曲輪
復元地形模型

荒川

深沢川

シルバー人材センター
本曲輪

田山花袋碑

二の曲輪

城山稲荷神社

外曲輪

氏邦桜

鉢形城公園

三の曲輪
諏訪神社 復元四脚門

復元四阿

鉢形城歴史館

駐車場

寄居北條まつり
　町を代表するお祭りのひとつである「寄居北條まつり」は、

天正18年（１５９０）に鉢形城に籠城した北条軍が、５万人の豊臣

軍を相手に、わずか３５００人の兵力で1ヶ月余りにわたって続け

た攻防戦を再現したお祭りです。手作りの甲冑を身にまとった武

者行列が、まちなかを練り歩

き、玉淀河原へ向かいます。

河原では鳴り響く大砲の中、

北条軍と豊臣軍の攻防戦や一

騎打ちが繰り広げられ、戦国

時代の合戦を間近で感じるこ

とができます。

▲鉢形城本丸跡の碑
鉢形城の中心である本

ほ 
ん ぐ る わ

曲輪にあります。

鉢形城歴史館
場　　所：鉢形2496-2
電　　話：048-586-0315
開館時間：９:30～16:30（入館は16:00まで）
休  館  日：月曜日（祝日の場合は翌日）、祝日の翌日、年末年始
入  館  料：一般200円、高校生・大学生100円、70歳以上・ 　
　　　　　障がい者手帳をお持ちの方、中学生以下は無料 ▲歴史館HP

▲石積み土塁
三
さ ん の く る わ

の曲輪にある復元された石積み土塁

鉢形城公園
　鉢形城跡では状態がよく残った、堀や土塁に

よって区切られた本曲輪や二の曲輪などの空間を

見ることができます。発掘調査による成果をもと

に、馬出や堀・土塁の復元整備が進められ、三の

曲輪では戦国時代の築城技術を今に伝える石積み

土塁や四脚門、池などが復元されています。ま

た、園内の遊歩道は、桜並木や深沢川が織りなす

渓谷やカタクリ群生地、寄居町指定天然記念物鉢

形城の桜・エドヒガンの元を巡り、四季折々の景

観が楽しめる公園となっています。

見どころ
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JR 八高線

笹曲輪
復元地形模型

荒川

深沢川

シルバー人材センター
本曲輪

田山花袋碑

二の曲輪

城山稲荷神社

外曲輪

氏邦桜

鉢形城公園

三の曲輪
諏訪神社 復元四脚門

復元四阿

鉢形城歴史館

駐車場

　 A R 等 の デ ジ タ ル 技 術 を
活用した観光アプリ「風雲
Yotte Ｇo！謎解き寄居町
～鉢形城攻防戦～」は、鉢
形城跡や市街地を中心とし
た観光スポットの紹介や、
籠城戦ゲームや宝探しイベ
ントなどを楽しむことがで
きるコンテンツです。

問い合わせ先：生涯学習課、プロモーション戦略課　　　
　　　　　　　電話  048-581-2121

●︎ 籠城戦ゲーム
次から次へと出現する敵
兵 を タ ッ プ し て 倒 し ま
す 。 成 績 が ス コ ア 化 さ
れ、ランクアップを目指
し、鉢形城公園の各地点
で戦います。

●︎ 観光スポット紹介
アプリのマップ画
面で、観光スポッ
トやおすすめコー
スを表示します。
観光スポットを回
るスタンプラリー
もできます。

●︎ 戦国武将AR出現
小田原城攻防戦に参加した武将がARで出現し、一緒に
記念撮影できます。鉢形城主・北条氏邦は3Dで出現し
ます。

●︎ 攻防戦再現
鉢形城歴史館内の鉢形城ワープステージ上をアプリで読
み取ると、鉢形城攻防戦の様子をフルCGで見ることがで
きます。

●︎ 鉢形城復元CG

鉢形城歴史館の鉢形城地形模型に設
置したマーカーをアプリで認識する
と、天正18年の鉢形城攻防戦の様
子や５カ所の復元CG360度画像を見
ることができます。

▲町公式HP

姉
妹
都
市
と
の
観
光
連
携

　

戦
国
の
世
に
あ
り
な
が
ら
も
、
兄
弟

争
う
こ
と
な
く
、
五
代
百
年
に
わ
た
り

小
田
原
城
を
拠
点
に
関
東
を
治
め
た
北

条
氏
の
初
代
早そ

う
う
ん雲

、
二
代
氏う
じ
つ
な綱

、
三
代

氏う
じ
や
す康

、
四
代
氏う
じ
ま
さ政

、
五
代
氏う
じ
な
お直

を
北
条

五
代
と
い
い
、
領
国
に
お
い
て
理
想
の

国
家
を
作
る
た
め
、
「
民
を
豊
か
に

し
、
国
を
豊
か
に
す
る
」
と
し
、
経
済

振
興
や
文
化
奨
励
な
ど
の
善
政
が
敷
か

れ
ま
し
た
。

　

三
代
氏
康
の
次
男
で
四
代
当
主
氏
政
は
「
小
田
原
城
」
へ
配
置
さ
れ
、

三
男
氏
照
は
「
八
王
子
城
」
、
五
男
氏
邦
は
「
鉢
形
城
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の

城
を
良
好
な
関
係
の
も
と
で
統
括
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
史
実
に
基
づ

き
、
寄
居
町
は
小
田
原
市
と
八
王
子
市
と
姉
妹
都
市
の
盟
約
を
締
結
し
て

い
ま
す
。

　

寄
居
町
は
こ
の
姉
妹
都
市
を
含
む
北
条
氏
に
ゆ
か
り
の
あ
る
14
市
町
の

行
政
及
び
観
光
協
会
が
連
携
し
、
北
条
五
代
観
光
推
進
協
議
会
と
し
て
、

北
条
氏
の
偉
業
や
魅
力
を
活
用
し
た
観
光
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
北
条
氏
の
魅
力
を
全
国
へ
広
く
発
信
す
る
た

め
、
『
「
北
条
五
代
」
を
大
河
ド
ラ
マ
に
！
』
と
い
う
署
名
活
動
を
行
っ

て
お
り
、
連
携
自
治
体
の
窓
口
や
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
署
名
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▲町公式HP ▲復元四脚門

こんなことができます！

●︎ 周遊宝探し
アプリに表示され
る謎（クエスト）
を解き、現地を探
索することで、ポ
イントが獲得でき
ます。正解の場所
ではＡＲで宝箱が
出現し、楽しく寄
居町を周遊できま
す。

鉢形城の解説補助機能など、ほかにも
　　　　　　　　さまざまな機能があります。

■Android 版■ iPhone 版ダウンロードは
こちらから



か
わ
せ
み
河
原

 

か
わ
せ
み
河
原
は
町
の
中
央
部
を
流
れ
る
荒
川
の
河
川

敷
で
、
釣
り
や
カ
ヌ
ー
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
を
楽
し
む
方

で
賑
わ
う
ア
ウ
ト
ド
ア
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。
最
大
で
約

４
０
０
台
の
車
両
を
駐
車

で
き
る
河
原
は
、
フ
リ
ー

サ
イ
ト
に
な
っ
て
い
て
、

車
の
そ
ば
で
川
の
流
れ
を

眺
め
な
が
ら
キ
ャ
ン
プ
を

し
た
り
、
わ
い
わ
い
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
し
た
り
と
、

思
い
思
い
の
過
ご
し
方
が

で
き
ま
す
。
川
の
流
れ
が

穏
や
か
で
、
風
が
な
い
と

き
は
、
対
岸
の
木
々
と
青

空
が
川
に
美
し
く
反
射
す

る
様
子
を
見
ら
れ
ま
す
。

6

川
で

  
遊
ぼ
う
！

初
夏
の
レ
ジ
ャ
ー
と
い
え
ば
川
遊
び
や
河
原
で
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
寄
居
町
で
は
夏
を
楽
し
む
レ
ジ
ャ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
川
に
親
し
む
コ
ン

テ
ン
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
川
で
遊
ん
で
、
夏
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
に
し
ま
せ
ん
か
。

玉
淀
河
原

　

玉
淀
河
原
は
荒
川

の
中
流
域
に
あ
る
河

原
で
、
広
々
と
し
た

浅
瀬
の
奥
に
は
濃
い

淀
み
が
あ
り
、
続
く

対
岸
に
鉢
形
城
跡
の

断
崖
絶
壁
を
見
な
が

ら
散
策
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
毎
年
こ

の
風
光
明
媚
な
河
原
で
は
、
町
を
代
表
す
る
お
祭
り
で
あ

る
「
寄
居
北
條
ま
つ
り
」
や
「
寄
居
玉
淀
水
天
宮
祭
」
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

　

河
原
の
名
前
に
あ
る
「
玉
淀
」
は
、
秩
父
山
地
か
ら
関

東
平
野
に
移
り
変
わ
る
荒
川
流
域
の
沿
岸
約
３
ｋ
ｍ
の
地

域
の
総
称
で
す
。
特
徴
的
な
地
形
を
持
つ
奇
岩
・
絶
景
の

景
勝
地
で
、
昭
和
10
年
に
県
指
定
の
名
勝
と
し
て
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。
名
前
は
、
水
が
ゆ
る
や
か
に
流
れ
る

様
子
を
、
玉
の
色
（
翡ひ
す
い翠

の
よ
う
な
淡
い
青
緑
色
）
に
見

立
て
た
「
玉
の
よ
う
に
美
し
い
水
の
淀
み
」
と
し
た
こ
と

に
由
来
し
て
い
ま
す
。
そ
の
美
し
さ
に
魅
か
れ
て
、
古
く

か
ら
多
く
の
文
化
人
が
こ
の
地
を
訪
れ
て
い
て
、
明
治
の

文
豪
田た
や
ま
か
た
い

山
花
袋
は
、
紀
行
文
「
秩
父
の
山
裾
」
の
中
で
、

東
京
付
近
に
お
い
て
こ
れ
ほ
ど
雄
大
な
眺
め
を
持
つ
峡
谷

は
な
い
と
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
付
近
に
は
、
巨
岩
や

奇
岩
が
露
出
し
、
見
事
な
河
岸
段
丘
が
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

風ふ
う
っ
ぷ
が
わ

布
川

　

環
境
庁
（
現
在
の
環
境
省
）
か
ら
「
日や
ま
と
み
ず

本
水
」
と
と

も
に
名
水
百
選
に
認
定
さ
れ
た
「
風
布
川
」
は
、
「
日
本

水
」
を
源
流
の
一
つ
と
し
、
約
６
ｋ
ｍ
流
れ
て
玉
淀
湖
に

注
ぐ
荒
川
の
支
流
で
す
。
川
沿
い
に
あ
る
「
日や
ま
と
の
さ
と

本
の
里
」

で
は
、
森
林
浴
を
し
な

が
ら
川
遊
び
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
夫め
お
と
だ
き

婦
滝
や
姥と
め
み
や宮

神
社
の
胎
内
く
ぐ
り
な

ど
、
見
ど
こ
ろ
が
数
多

く
あ
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ

も
お
す
す
め
で
す
。

県
立
川
の
博
物
館　

　

川
の
博
物
館
は
埼
玉
県
を
流
れ
る
荒
川
を
中
心
と
し
た
河

川
や
水
と
人
々
の
く
ら
し
と
の
関
わ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
学

べ
る
体
験
型
博
物
館
で
す
。

　

「
荒
川
と
人
々
の
く
ら
し
と
の
関
わ
り
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
第
１
展
示
室
で
は
、
荒
川
の
四
季
や
祭
事
を
３
面
パ
ノ
ラ

マ
映
像
で
観
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
ま
た
か
つ
て
荒
川
で
利

用
さ
れ
て
い
た
「
鉄
砲
堰
」
「
船
車
」
「
荷
船
」
の
大
型
復

元
模
型
が
展
示
し
て
あ
り
ま
す
。
大
型
復
元
模
型
で
は
時
間

に
よ
り
実
演
や
解
説
な
ど
も
行
わ
れ
て
い
て
、
実
際
に
乗
船

し
た
り
展
示
に
触
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
２
展
示
室
で
は

年
に
数
回
企
画
展
や
特
別
展
な
ど
も
開
催
さ
れ
、
様
々
な
角

度
か
ら
荒
川
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
大

画
面
に
連
動
し
て
座
席
が
動
く
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
シ
ア
タ
ー

は
、
荒
川
や
ラ
イ
ン
河
な
ど
の
川
下
り
な
ど
を
疑
似
体
験
す

る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
ウ
ォ
ー
タ
ー
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
「
荒
川
わ
く
わ
く
ラ
ン
ド
」
が
あ
り
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
遊
具
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、
楽
し
み
な
が
ら
水
の
科
学
的
性
質
（
流
力
・
浮

力
・
圧
力
・
抵
抗
）
や
治
水
、
利
水
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場所：保田原地内
電話：080-2634-1112（株式会社まちづくり寄居）
時間：9:00〜17:00（休業日：毎週水・木曜日）
環境美化協力金：二輪車（自転車・バイク等）：300円／日
　　　　　　　　乗用車（キャンピングカー等）：500円／日
　　　　　　　　マイクロバス等：1,000円／日
　　　　　　　　徒歩：100円／日
アクセス：東武東上線「鉢形駅」から徒歩約15分

場所：小園39
電話：048-581-7333
時間：通常期　9:00〜17:00　※入館は閉館30分前まで
　　　夏休み期間　［平日］9:00〜17:00
　　　　　　　　　［土日祝・8/11～15］9:00〜18:00
入場料：一般410円　学生200円　中学生以下無料
　　　　※荒川わくわくランドとアドベンチャーシアター観覧は別料金
アクセス：東武東上線「鉢形駅」から徒歩約20分

か
わ
は
く
で
見
る
こ
と
が
で
き
る

敷
地
内
に
は
日
本
一
を
誇
る
も
の
が
３
つ

埼玉県の西川材で作られた直径24.2m
の大水車（水しぶきがすごい！）

荒川の源流から河口までの173kmの
流れと地形を1000分の1スケールにし
た模型

博 物 館 外 壁 に 展 示 さ れ た 、 長 さ
21.6m、高さ5.04mの川

かわいぎょくどう

合玉堂作、
六曲一双の屏風絵「行く春」（重要
文化財）を信楽焼にした大陶板画。
※「行く春」は長瀞・寄居方面を訪
れた玉堂が、荒川に浮かぶ船

ふなぐるま

車をモ
チーフに描いた傑作。
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心
が　
　

甘
味

　

食
べ
る
こ
と
で
季
節
を
感
じ
る
こ
と
や
、
季
節
の
到
来
に
よ
り
食
べ
た
く
な
る
と
っ
て
お
き
の
甘

味
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
め
く
る
め
く
甘
味
の
世
界
。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
ま
ち
づ
く
り
寄
居
が
発
行
し
た
、
寄
居
町
の
お
店
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
ま

る
っ
と
！
寄
居
』
か
ら
、
春
夏
に
食
べ
た
く
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
の
甘
味
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
美
味
し
さ
を
ご
堪
能
あ
れ
。

あなたは
何を

食べる？

　

伊
勢
屋
で
は
定
番
の
和
菓
子
や
季
節
の
和
菓
子
な

ど
を
提
供
し
て
お
り
、
殿
様
の
お
や
つ
は
北
海
道
小

豆
を
使
用
し
た
、
つ
ぶ
あ
ん
と
求
肥
を
巻
い
た
ど
ら

焼
き
で
す
。
み
た
ら
し
団
子
や
い
な
り
寿
司
な
ど
も

お
す
す
め
。

　

た
い
や
き
あ
き
ち
ゃ
ん
は
昔

な
が
ら
の
た
い
焼
き
屋
さ
ん
で

す
。
十
勝
小
豆
で
作
っ
た
あ
ん

こ
の
甘
み
と
香
ば
し
い
皮
の
バ

ラ
ン
ス
が
絶
妙
な
た
い
焼
き
の

ほ
か
、
フ
レ
ン
チ
ド
ッ
グ
や
た

こ
焼
き
、
焼
き
そ
ば
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

一
枚
一
枚
丁
寧
に
焼
き
上
げ
た

手
焼
き
せ
ん
べ
い
と
こ
だ
わ
り

の
香
ば
し
い
醤
油
ダ
レ
を
使
用

し
た
玉
淀
煎
餅
醤
油
。
ほ
か
に

は
、
寄
居
産
の
金
ご
ま
を
使
用

し
た
ご
ま
煎
餅
や
焼
き
の
り
な

ど
も
あ
り
、
詰
合
せ
も
販
売
し

て
い
ま
す
。

創
業
明
治
15
年
の
こ
ん
に
ゃ

く
、
と
こ
ろ
て
ん
の
老
舗
が
営

む
カ
フ
ェ
で
は
、
こ
ん
に
ゃ
く

入
り
の
ヘ
ル
シ
ー
な
ゴ
リ
ゴ
リ

パ
フ
ェ
チ
ョ
コ
ミ
ン
ト
の
ほ

か
、
黒
蜜
き
な
こ
を
使
用
し
た

こ
ん
に
ゃ
く
ス
イ
ー
ツ
な
ど
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

GORIGORI CAFÉ
場　所：桜沢482
電　話：048-581-0121
時　間：11:00〜17:00
定休日：平日 ※土日のみ営業

令和６年は４月27日〜９月末の期間営業

弾
む

玉淀製菓
場　所：鉢形266-5
電　話：048-581-7561
時　間：9:00〜18:00
定休日：木曜日

たいやきあきちゃん
場　所：寄居933-1
電　話：048-581-3947
時　間：10:00〜16:00
定休日：月・火曜日 ※７、８月は休業

伊勢屋
場　所：寄居1287-10
電　話：048-581-0262
時　間：9:30〜18:30
定休日：土・日曜日

殿
様
の
お
や
つ

た
い
や
き

玉
淀
煎
餅
醤
油

ゴ
リ
ゴ
リ
パ
フ
ェ

　
　
　

チ
ョ
コ
ミ
ン
ト



蓮光寺

極楽寺

常光寺

常楽寺

長昌寺

円良田湖

波久礼駅

秩父鉄道

折原橋

寄居町役場

県立川の博物館

寄居警察署

寄居小学校

城南中学校

鉢形小学校

鉢形城歴史館

玉淀駅

正喜橋

鉢形駅

折原駅

玉淀大橋

花園橋

花園 I.C

関越自動車道

小前田駅

ふかや花園駅

桜沢駅

男衾駅

東武東上線
JR 八高線

寄居駅

国道254号

国道254号

国道140号 国道140号

折原小学校

寄居運動公園

寄居中学校

桜沢小学校

男衾中学校
男衾小学校

編
集
後
記

　

ま
ち
な
か
情
報
紙
『
あ
っ
Ｌ
Ｏ
Ｏ

Ｋ
』
第
５
号
を
手
に
取
っ
て
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年

の
11
月
に
引
き
続
き
の
発
行
と
な
り

ま
す
。
第
５
号
で
は
春
夏
を
楽
し
め

る
ス
ポ
ッ
ト
や
鉢
形
城
の
歴
史
な
ど

に
焦
点
を
当
て
な
が
ら
、
寄
居
町
の

み
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
記
事
を
書
き
な
が
ら
、
紹

介
し
た
各
ス
ポ
ッ
ト
で
の
想
い
出
が

よ
み
が
え
り
、
楽
し
か
っ
た
り
、
感

傷
的
に
な
っ
た
り
と
色
々
な
気
持
ち

が
呼
び
起
こ
さ
れ
ま
し
た
。
行
き
た

い
場
所
に
行
っ
て
、
何
を
感
じ
た
の

か
、
ど
ん
な
時
間
を
過
ご
し
た
の
か
、

何
年
後
か
に
そ
の
場
所
を
ど
ん
な
風

に
思
い
出
す
の
か
は
、
お
出
か
け
を

す
る
楽
し
み
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

花
を
見
て
癒
さ
れ
る
の
か
、
歴
史
に

ロ
マ
ン
を
感
じ
る
の
か
、
自
然
を
よ

り
身
近
に
感
じ
る
体
験
を
す
る
の
か
、

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
る
の
か
。
こ

の
情
報
紙
を
手
に
取
っ
た
方
々
が
、

町
に
興
味
を
お
持
ち
に
な
り
、
お
越

し
い
た
だ
い
た
と
き
に
、
思
い
思
い

の
素
敵
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ

け
る
と
嬉
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、

発
行
に
当
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
方
々
へ
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
町
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
今
後
も
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東京駅

練馬 I.C

花園 I.C

東北自動車道

東北新幹線

上越・北陸新幹線

圏央
道

東武東上線

関越
自動車道

川越駅
高麗川駅

JR 八高線

小川町駅

熊谷駅

寄居スマート I.C

秩父鉄道

西武池袋線

池袋駅

国道140号
関越自動車道

寄居

秩父鉄道

東武東上線（急行利用）

JR 八高線

寄居駅 熊谷駅 東京駅

池袋駅
高麗川駅

八王子駅

上越新幹線

花園 I.C
約10分

約30分

約95分

約40分

約40分

約40分

約50分
練馬 I.C

 アクセスマップ 

東京駅

練馬 I.C

花園 I.C

東北自動車道

東北新幹線

上越・北陸新幹線

圏央
道

東武東上線

関越
自動車道

川越駅
高麗川駅

JR 八高線

小川町駅

熊谷駅

寄居スマート I.C

秩父鉄道

西武池袋線

池袋駅

国道140号
関越自動車道

寄居

秩父鉄道

東武東上線（急行利用）

JR 八高線

寄居駅 熊谷駅 東京駅

池袋駅
高麗川駅

八王子駅

上越新幹線

花園 I.C
約10分

約30分

約95分

約40分

約40分

約40分

約50分
練馬 I.C車
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七
福
神
め
ぐ
り
を

       
し
て
み
よ
う

　

福
を
も
た
ら
す
神
様
と
さ
れ
て
い
る
「
七
福
神
」
を
ま
つ
っ
て

い
る
寺
院
を
め
ぐ
る
と
、
七
つ
の
福
運
を
受
け
ら
れ
る
と
い
わ
れ

て
い
る
の
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

寄
居
町
に
は
、
武
州
寄
居
七
福
神
が
５
つ
の
寺
院
で
ま
つ
ら
れ

て
い
て
、
ご
神
体
が
天
井
の
な
い
屋
外
に
あ
り
、
像
が
大
き
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
最
小
の
弁
財
天
で
も
高
さ
が
約
２
ｍ
あ

り
ま
す
。
最
も
大
き
い
の
は
布
袋
尊
で
、
地
上
高
約
６
・
５
ｍ
、

幅
約
５
ｍ
で
、
笑
顔
は
日
本
一
大
き
い
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
寺
に
は
四
季
を
通
じ
て
様
々
な
花
が
咲
く
た
め
、
花

め
ぐ
り
を
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
約
25
ｋ
ｍ
あ
り
、
７
時
間
程
度
で
歩
く

こ
と
の
で
き
る
健
脚
向
き
で
す
。
公
共
交
通
機
関
等
の
利
用
も
お

す
す
め
で
す
。
乗
用
車
の
場
合
、
各
寺
院
に
あ
る
駐
車
場
も
利
用

で
き
ま
す
。

法雲寺・常光寺 五眼寺・常楽寺

高浄山・長昌寺

象頭山・極楽寺

財運と学問、縁結びの福を
もたらす女神

悪に立ち向かい財をもたらす神

場所：藤田 249
電話：048-581-0528

弁 財天

毘 沙門天

生活の知恵を授ける豊作の神

場所：折原 605
電話：048-581-2038

大 黒天
家門繁栄、商売繁盛の幸運を授ける神

場所：赤浜 860
電話：048-582-0303

恵 比寿神

大谷山・蓮光寺

幸福・財宝・長寿の３つを
つかさどる福の神

子孫長久、家庭円満をもたらす神

場所：用土 798-1
電話：048-584-2676

福 禄寿

布 袋尊

延命長寿、安全と健康を授ける福の神

場所：牟礼 401-1
電話：048-582-0711

寿 老尊


